
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 2 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、 実践的・体験的な学習活動を通して,

様々な人々と協働し よりよい社会の構築に向けて, 男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を育成することを目指す。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

C 子どもの生活と擁護
乳幼児期の生活の特徴と擁護
生活習慣の形成
健康管理と事故防止
【知識及び技能】
子どもの健全な発達を支えるための
社会の取り組み、地域社会の在り方
を知る
【思考力、判断力、表現力等】
子どもを取り巻く環境について課題
を発見し、保育を担う職業人として
合理的かつ創造的に解決する力を養
う
【学びに向かう力、人間性等】
子どもの健やかな発達を目指して自
ら学び、保育に主体的かつ協働的に
取り組む態度を養う。

・子どもの生活と擁護
基本的生活習慣と健康管理

【知識及び技能】
子どもの健全な発達を支えるための社会や環
境について　および　保育の場としての家庭
や幼稚園、保育所などの特徴と役割を理解で
きているか。
【思考力、判断力、表現力等】
子どもを取り巻く環境について課題を発見
し、保育を担う職業人として合理的かつ創造
的に解決する力をつけられたか。
【学びに向かう力、人間性等】
子どもの健やかな発達を目指して自ら学び、
保育に主体的かつ協働的に取り組む態度が育
成できたか。

○ ○ ○ 28

定期考査
○ ○ 1

1

B 子どもの発達
・子どもの発達の特性、乳児期の発
達、幼児期の発達
【知識及び技能】
保育の意義、方法、環境及び乳幼児
の発達について体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術、技
能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
子どもの発達を支えるうえでの課題
を発見し、保育を担う職業人として
合理的かつ創造的に解決する力を養
う。
学び得た知識を実践に生かすことが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
子どもの健やかな発達を目指して自
ら学び、保育に主体的かつ協働的に
取り組む態度を養う。

○

定期考査
○ ○ 1

・子どもの発達
　子どもの発達の特性、乳児期の
発達、幼児期の発達
・保育施設等への訪問、事前事後
指導、オンライン交流　など

【知識・技能】
　子どもの発達を支えることの意義、環境、
方法について理解し、実践として生かすこと
ができる。
【思考・判断・表現】
　子どもの発達を支えることの意義、環境、
方法について情報を分析し、レポート等にわ
かりやすくまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学びを実践に生かし、主体的かつ協働的に
取り組んでいる。

○ ○

子どもの健やかな発達を目指して自ら学び、
保育に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭 子どもの発達と保育

家庭 子どもの発達と保育 4

【知識・技能】
　子どもの発達を支えることの意義、環境、
方法について理解し、実践として生かすこと
ができる。
【思考・判断・表現】
　子どもの発達を支えることの意義、環境、
方法について情報を分析し、レポート等にわ
かりやすくまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学びを実践に生かし、主体的かつ協働的に
取り組んでいる。

○ ○ ○

子どもの発達と保育　育つ・育てる・育ち合う　（教育図書）

家庭

子どもの発達と保育

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

保育の意義や方法、子どもの発達や生活の特徴
及び子どもの福祉と文化などについて体系的・
系統的に理解するとともに、関連する技術を身
につけるようにする。

子どもを取り巻く課題を発見し、保育を担う
職業人として合理的かつ創造的に解決する力
を養う

○

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め、家族・家
庭・衣食住、消費や環境などについて生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらに係る技能を身につけるようにす
る。
家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見出して課題を設定し、解決策を構想し実践を評価・改善し考察したことを科学的な根
拠に基づいて論理的に表現するなど生涯を見通して課題を解決する力を養う。
様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて地域社会に参画しようとするとともに、生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の
充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

１
学
期

A 子どもの保育
・保育の意義、方法、環境
【知識及び技能】
保育の意義、方法、環境及び乳幼児
の発達について体系的・系統的に理
解するとともに、関連する技術、技
能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
子どもの発達を支えるうえでの課題
を発見し、保育を担う職業人として
合理的かつ創造的に解決する力を養
う。
学び得た知識を実践に生かすことが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
子どもの健やかな発達を目指して自
ら学び、保育に主体的かつ協働的に
取り組む態度を養う。

・子どもの保育
　保育の意義、方法、環境
・全国高等学校家庭科保育検定の
実施（３級）

24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○

24

定期考査



1○ ○

合計

140

3
学
期

E子どもの文化
・子どもの遊びと文化の継承
【知識・技能】
子どもの目の見え方、興味を引く
形、色などについて得た知識を実践
に生かすことができる。
子どもの文化、遊びと表現活動につ
いて理解できる。
【思考・判断・表現】
これまでの学びと技術を統合し、子
どもの興味・関心を引き、かつ文化
の継承につながるカレンダーをデザ
インし、作成することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
これまでの学びを統合し、主体的に
作品製作に取り組んでいる。

・造形表現技術、言語表現技術を
生かした製作（例：紙芝居、絵
本、カレンダー、紙粘土等）

【知識・技能】
子どもの目の見え方、興味を引く形、色など
について知識を得る。
【思考・判断・表現】
これまでの学びと技術を統合し、子どもの興
味・関心を引き、共に楽しめる作品をデザイ
ンし、作成することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
これまでの学びを統合し、主体的に作品製作
に取り組んでいる。

○ ○ ○ 33

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

定期考査

26

D 子どもの福祉
児童福祉の理念と関係法規・制度
【知識及び技能】
子どもの健全な発達を支えるための
社会の取り組み、地域社会の在り方
を知る
【思考力、判断力、表現力等】
子どもを取り巻く環境について課題
を発見し、保育を担う職業人として
合理的かつ創造的に解決する力を養
う
【学びに向かう力、人間性等】
子どもの健やかな発達を目指して自
ら学び、保育に主体的かつ協働的に
取り組む態度を養う。

・子どもの福祉
児童福祉の理念と関係法規・制度

【知識及び技能】
子どもの健全な発達を支えるための社会や環
境について　および　保育の場としての家庭
や幼稚園、保育所などの特徴と役割を理解で
きているか。
【思考力、判断力、表現力等】
子どもを取り巻く環境について課題を発見
し、保育を担う職業人として合理的かつ創造
的に解決する力をつけられたか。
【学びに向かう力、人間性等】
子どもの健やかな発達を目指して自ら学び、
保育に主体的かつ協働的に取り組む態度が育
成できたか。

○ ○ ○


